
熊本見守り応援隊 令和５年度の活動状況（報告） ※令和6年3月時点

＜地域での日常業務＞

新聞と電子版商品の販売及び
普及促進

デリバリー配布や物販事業など

熊本見守り応援隊としての
取組み（概要）

熊本見守り応援隊としての
内部での研修又は周知状況

• 一人暮らしの高齢者宅の異常を発
見した際の民生委員、警察等への
通報

• 事件、事故、災害を認知した場合
や、戸外で保護を必要とする人を
発見した時の通報

• ミニコミでの広報協力

• 事例があった際には社内ニュー
スで紹介

• 人命救助などの事例では表彰も
行っている。

• 事例内容を各販売センターで張
り出し、従業員への周知をして
いる。

熊本日日新聞社

異変を察知した事例
（2023年度）

今後の見守り活動に向けて

• 町営住宅火災を発見（5月）

• 集金先の読者宅で倒れていた男性を救
急搬送（7月）

• 下着姿でひとり歩きしていた高齢男性
を発見し警察へ通報（7月）

• 倒れる高齢女性を目撃し警察に通報（8

月）

• 倒れている高齢男性を発見し警察に通
報（9月）

• 倒れている80代男性を発見し119へ通
報（11月）

• 倒れている高齢男性を発見し消防と警
察に連絡（2月）

• 昨年12月より、購読者の登録制
見守り活動を全県でスタート。
一人暮らしの高齢読者に呼び掛
けて、離れて暮らす親族を登録。
有事の際に連絡する。

• 今後も県内各地全118の販売セ
ンターを拠点に、高齢者をはじ
め地域の皆さまが安心して生活
できる地域づくりをお手伝いし
ます。


